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茶
で
九
州
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ

イ
ベ
ン
ト
「
聖し

ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
献
上
・

茶ち
ゃ
つ
ぼ
ど
う
ち
ゅ
う

壺
道
中
」
が
10
月
８
日
㈯
・
９

日
㈰
、
福
岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
九
州
新
幹
線
な
ど
を
使
っ
て

八
女
茶
（
八
女
市
）・鹿
児
島
茶
（
鹿

児
島
県
南
九
州
市
）・
う
れ
し
の
茶

（
佐
賀
県
嬉
野
市
）・
そ
の
ぎ
茶
（
長

崎
県
東
彼
杵
町
）
が
Ｊ
Ｒ
博
多
駅

に
集
結
。
９
日
は
、
茶
業
関
係
者
１

０
０
人
が
江
戸
時
代
に
徳
川
将
軍

に
献
上
さ
れ
る
茶
壺
を
運
ぶ
大
名
行

列
に
あ
や
か
り
、
聖
福
寺
ま
で
約
１

キ
ロ
の
距
離
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
聖
福
寺
は
、
日
本
に
初
め
て
お
茶

を
中
国
か
ら
持
ち
込
ん
だ
栄
西
禅

師
が
建
立
し
た
日
本
最
古
の
禅
寺
で

す
。
同
日
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
も
行
わ
れ
、

三
田
村
市
長
が
『
交
流
都
市
八
女
・ 

八
女
と
八
女
茶
の
魅
力
発
信
』
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　
征せ

い
せ
い西

将
軍
良り

ょ
う
せ
い成

親
王
の

御
陵
墓
と
な
る
大お

お
そ
ま杣

公

園
（
矢
部
村
）
で
10
月
８
日
㈯
、

大
杣
公
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

良
成
親
王
は
今
か
ら
約
６
０
０

年
前
の
南
北
朝
時
代
に
、
叔
父

の
懐か

ね
な
が良

親
王
の
後
を
継
ぎ
わ
ず

か
14
歳
で
南
朝
の
将
軍
職
を
継

承
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
時
は
す
で

に
南
朝
劣
勢
で
、
南
北
朝
統
一
後

も
菊
池
一
族
と
と
も
に
南
朝
の
再

興
を
図
り
ま
す
が
事
は
成
就
せ

ず
、
35
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
良
成
親
王
の
命

日
と
な
る
10
月
８
日
に
行
わ
れ
、

約
６
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
親
王

の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
、
御
陵

墓
の
前
で
公く

げ卿
唄う

た
や
浦
安
の
舞

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
祭
主
と

な
っ
た
三
田
村
市
長
は
「
親
王
が

奥
八
女
に
在
っ
た
こ
と
で
中
世
に

お
け
る
文
化
や
歴
史
遺
産
が
今

も
残
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

聖福寺献上・
　　茶壺道中

良
成
親
王
偲
ぶ
大
杣
公
園
祭

お茶で九州をひとつに結ぶ

しょうふくじけんじょう・ちゃつぼどうちゅう

八女市ではその日の早朝から霊巌寺（黒木町）で
出発式があり、道中祈願が行われました。

地元の人たちにより奉納された公卿唄（上）
と浦安の舞（左）

ＪＲ博多駅を出発する八女茶関係者一行

お

後
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平
成
22
年
度
決
算
は
、
合
併
後

初
の
通
年
決
算
と
な
り
ま
す
。
平

成
22
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
旧
市

町
村
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

尊
重
し
な
が
ら
、
新
市
発
足
後
も

国
・
地
方
を
通
じ
て
極
め
て
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
と
の
協

働
、
少
子
化
対
策
、
安
心
安
全
対

策
、
農
林
業
振
興
等
の
推
進
の
た

め
、
で
き
る
限
り
の
経
費
の
節
減

に
努
め
な
が
ら
諸
施
策
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で

３
７
３
億
１
３
２
１
万
円
、
歳
出

で
３
５
２
億
８
０
５
５
万
円
、
差

し
引
き
20
億
３
２
６
６
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
た
事
業
に
あ
て
る
財
源
3

億
３
４
５
０
万
円
を
差
し
引
き
、

実
質
収
支
で
16
億
９
８
１
６
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
内
か
ら
10
億
円
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
、
残
り
の
黒
字
額

６
億
９
８
１
６
万
円
を
平
成
23
年

度
の
財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
み
る

と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税
が
、
歳

入
全
体
の
17
・
４
％
に
あ
た
る
64
億

８
２
５
３
万
円
、
地
方
交
付
税
は
、

  国県支出金
  81億1,840万円
　  　  （21.8％）

　　　　　　　　地方交付税
　　　　 　　151億7,999万円

　　　　　   　　 （40.7％）　

　市税
　64億8,253万円
　　　　 （17.4％）

 
公債費

    46億3,736万円
   　　 （13.1％）

　　  総務費
　　 68億5,993万円
               （19.4％）

　　民生費
　　98億3,897万円　
　　　　　 （27.9％）

▲歳出 ▲歳入

「
決
算
の
状
況
」

◉
歳
入（
入
っ
た
お
金
）の
内
訳

自主財源

諸収入
11億2,824万円
　　　 （3.0％）

その他
16億4,838万円
　　　 （4.4％）

市債
32億1,022万円
           （8.6％）

その他
15億4,545万円
            （4.1％）

依存財源

22年度 歳入
373億1，321万円

22年度 歳出
35２億8，055万円

農林水産業費
19億2万円
    （5.4％）

衛生費
26億1,719万円
    （7.4％）

土木費
27億4,788万円
    （7.8％）

教育費
39億1,364万円
    （11.1％）

商工費
12億371万円
　　 （3.4％）

消防費
1１億4，497万円
　  　  （3.３％） その他

4億1,688万円
            （1.2％）

●その他の内訳
議会費　2億8,212万円
災害復旧費　8,340万円
労働費　5,136万円

「平成22年度決算状況」と「平
成23年度上半期の執行状
況」についてお知らせします
◉行財政改革推進課財政係（☎ 23・1346）

表
２

表
１

表
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40
・
７
％
に
あ
た
る
１
５
１
億
７
９

９
９
万
円
、
国
県
支
出
金
は
、
21
・

８
％
に
あ
た
る
81
億
１
８
４
０
万
円

で
、
自
主
財
源
が
24
・
８
％
、
依
存

財
源
が
75
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金

額
の
大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
最
も
高
く
98
億
３

８
９
７
万
円
で
全
体
の
27
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
旧

２
町
２
村
に
係
る
生
活
保
護
費
が

新
た
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
10
億

５
２
８
５
万
円
、
自
立
支
援
給
付

事
業
10
億
４
０
２
０
万
円
等
で
す
。

続
い
て
、
総
務
費
が
19
・
４
％
に

あ
た
る
68
億
５
９
９
３
万
円
で
、

主
な
事
業
と
し
て
、
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
事
業
11
億
４
１
２
０

万
円
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事

業
４
９
７
８
万
円
等
で
す
。
公
債

費
が
13
・
１
％
に
あ
た
る
46
億
３

７
３
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
債
を
32
億
１
０
２
２
万
円
借
り

入
れ
る
も
、
現
在
高
は
、
昨
年
度

か
ら
８
億
６
２
８
５
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

９
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
22

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
22
年
度
の
決
算
状
況
を
法
に
基

づ
き
全
国
統
一
の
指
標
と
し
て
計
算

し
た
も
の
で
、
基
準
を
超
え
た
場

合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
向
け
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営

企
業
の
資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま

せ
ん
。

▽
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い

て
は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特

別
会
計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）

に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

▽
連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に

つ
い
て
は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の

特
別
会
計
を
含
め
た
数
値
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

▽
実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年

度
の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起

債
（
借
金
）
の
返
済
額
（
公
営
企

業
分
や
一
部
事
務
組
合
の
起
債
を

含
む
）の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

▽
将
来
負
担
比
率
は
、
そ
の
年
度

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
将
来

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
起
債

の
残
高
（
公
営
企
業
も
含
む
）
や

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予

定
額
、
設
立
法
人
の
負
債
額
（
第

三
セ
ク
タ
ー
・
土
地
開
発
公
社
等
）

の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険事業費 98億2,604万円 99億6,362万円 ▲1億3,758万円

簡易水道事業費  2億8,097万円  2億6,888万円 　　 1,209万円

住宅新築資金等貸付事業費 　　　507万円  1億5,073万円 ▲1億4,566万円

老人保健 　　9,300万円 　　9,300万円

下水道事業 10億2,907万円 10億1,042万円 　　 1,865万円

介護保険事業費 57億5,409万円 54億9,419万円 2億5,990万円

後期高齢者医療  8億6,401万円  8億4,958万円   　 1,443万円

農業集落排水事業 　　8,538万円 　　8,307万円 　　　 231万円

矢部診療所 　　5,947万円 　　5,258万円 　　　 689万円

黒木町串毛財産区 　 　 186万円 　　　 10万円 　　　 176万円

黒木町木屋財産区 　　1,468万円 　　　127万円 　　 1,341万円

黒木町大淵財産区 　　1,465万円 　　　 58万円 　　 1,407万円

実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
八女市 － － 11.6 36.8 
早期健全化基準 12.24 17.24 25.0 350.0 
財政再生基準 20.00 35.00 35.0 

▼平成22年度特別会計決算状況

▼健全化判断比率

※実質赤字額および連結実質赤字額がないため、数値は「－」と表示しています。

◉
「
健
全
化
判
断
比
率
」　

◉
歳
出（
使
っ
た
お
金
）の
内
訳

▶市民会館建設事業
　 10億2,397万円
▶八幡小学校屋内運動場
　増改築事業
　 2億1,423万円
▶黒木中学校
　大規模改造事業
　 １億4,523万円
▶市道整備事業

（杉町高塚線・荷稲五丁野線）
　 9,502万円

平
成
22
年
度
の

主
な
建
設
事
業

表
３

表
３

表
２
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
平
成
23
年
９
月
30

日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
３
３
６
億
６
２
１
３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
１
７
６

億
９
９
０
５
万
円
（
52
・
６
％
）
を
収
入
し
、

１
２
６
億
８
６
８
９
万
円
（
37
・
７
％
）
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
は
、
平
成
23
年
度
の
上
半
期
の
状
況

を
歳
入
（
入
っ
て
く
る
お
金
）
歳
出
（
出
て
い

く
お
金
）
別
に
分
け
て
、
予
算
額
と
収
入
・
支

出
済
額
を
表
し
た
も
の
で
す
。

市
有
財
産
・
市
債
の
現
在
高
は
、
平
成
23
年

９
月
30
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
上
半
期
の
特
別
会
計
の
執
行
状
況

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と
も
に
目
的

に
沿
っ
た
適
切
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
財
政
事
情
」
は
、
市
条
例
に
基
づ
き
、
５

月
と
11
月
の
年
２
回
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
予
算
の
４
月
１
日

～
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
、
収

入
お
よ
び
支
出
の
概
況
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
今

年
度
の
事
業
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
市
有
財
産・

市
債
の
状
況
、
前
年
度
の
決
算
の
状
況
等
、
財

政
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政
事

情
」
は
、
財
政
係
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼平成23年度市税（現年度分）の負担状況 平成23年度上半期予算の執行状況

予算額	 336億6,213万円
収入済額　	 176億9,905万円
収入率　　　　　　　　	52.6％

予算額	 336億6,213万円
支出済額　	 126億8,689万円
支出率　　　　　　　　	37.7％

歳入歳出

予算額

収入済額

予算額

支出済額

民
生
費

公
債
費

総
務
費

農
林
水
産
業
費

消
防
費

そ
の
他

県
支
出
金

市
債

諸
収
入

そ
の
他

使
用
料
お
よ

び
手
数
料

分
担
金
お
よ

び
負
担
金

地
方
交
付
税

1,397,500 
(1,004,331)

150億 

（単位：万円）

100億 

50億 

０ 

1,005,942 
(372,727)

625,118 
(350,146)

439,517
(212,186)

412,132 
(156,650)335,916 

(72,471)

423,534 
(169,990)

292,549 
(37,066)

280,944 
(124,707）

120,416 
(62,225)

222,751 
(92,751)

288,260 
(1,620)

282,275 
(104,786)254,920 

(56,845)

52,025
(9,501)

40,792
(16,549)

32,664
(15,999)

225,174
(178,043)

教
育
費

衛
生
費

土
木
費

国
庫
支
出
金

市
税

◉
平
成
23
年
度
上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

◉
市
有
財
産
・
市
債
な
ど
の
そ
の
他
の
状
況

◉
「
財
政
事
情
」
と
は
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区　　分 負担の状況（円）
一人当たり 一世帯当たり

1 市民税 32,836 95,508
（1）個人 29,570 86,009
（2）法人 3,266 9,499

2 固定資産税 49,246 143,236
3 軽自動車税 2,666 7,753
4 市たばこ税 3,314 9,640
5 入湯税 140 407

合　　計 88,202 256,544

区 分 土 地（㎡） 建 物（㎡）
庁 舎 65,845 27,717

学 校 504,429 144,659

住 宅 168,234 56,322

公 園 245,005 825

その他 5,105,463 185,584

山 林 5,764,960 ―

計 11,853,936 415,107

車 両 　　　　  363台

基 金 174億1,445万円

区　　分 現　在　高

一
般
会
計

普通債

総務債 2億2,586万円
民生債 8,413万円
衛生債 22億5,824万円
農林水産業債 8億2,631万円
商工債 2,924万円
土木債 41億3,726万円
公営住宅債 9億674万円
消防債 427万円
教育債 19億7,908万円

過疎対策事業債 71億7,018万円
辺地対策事業債 14億2,762万円
その他 130億8,715万円

小　　計 321億3,608万円

特
別
会
計

簡易水道事業費特別会計 2億7,388万円
住宅新築資金等貸付事業費特別会計 912万円
下水道事業特別会計 63億5,887万円
農業集落排水事業特別会計 8億2,109万円

小　　計 74億6,296万円
合　　　　計 395億9,905万円

特 別 会 計 名 歳 入 歳 出
予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 支 出 率

国民健康保険事業費 98億6,619万円 32億1,626万円 32.6 45億9,672万円 46.6
簡易水道事業費 1億8,886万円 6,550万円 34.7 4,462万円 23.6
住宅新築資金等貸付事業費 1億4,979万円 120万円 0.8 1億4,701万円 98.1
下水道事業 12億997万円 9,420万円 7.8 3億1,902万円 26.4
介護保険事業費 56億2,602万円 24億8,284万円 44.1 23億3,369万円 41.5
後期高齢者医療 9億975万円 2億7,054万円 29.7 2億5,771万円 28.3
農業集落排水事業 8,498万円 817万円 9.6 3,404万円 40.1
矢部診療所 6,349万円 1,726万円 27.2 3,026万円 47.7
黒木町串毛財産区 171万円 176万円 103.0 0.0
黒木町木屋財産区 1,187万円 1,354万円 114.1 33万円 2.8
黒木町大淵財産区 1,200万円 1,425万円 118.8 43万円 3.6

注1）調定額÷人口・世帯数で算出しています。
注2）各項目の小数点以下を四捨五入しているため、合
計欄と計が一致しない場合があります。

※上記の全ての表は、平成23年9月30日現在の数値です。

平成23年9月30日現在
人口：69,571人 世帯数：23,919世帯

▼特別会計執行状況

▼市債の現在高

▼平成23年度市税（現年度分）の負担状況▼市税の構成

▼市有財産

（単位：％）

    

        　固定資産税
　　    　55.8％

　 　 　
　市民税（個人）

　　　33.5％

市民税（法人）　３．７％

市たばこ税　３．８％

軽自動車税　３.０％
入湯税　０．２％



6　2011.11.15　広報やめ

みなさんの健診結果はいかがでしたか？生活習慣病は、偏っ
た食生活や運動不足、睡眠不足、ストレスなどの毎日の生
活習慣が原因となって発病します。特に最近は、糖尿病ま
たはその予備群の人が増えています。「健診の結果が気にな
る」「糖尿病が気になる」という人は、ぜひご参加ください。
♣日時＝12月14日㈬　15時30分～ 16時50分
♣会場＝おりなす八女交流棟はちひめホール
♣講師＝稲田千鶴子さん（稲田内科クリニック院長）
♣参加費＝無料　※予約は必要ありません。
♣問い合わせ＝健康課健康推進係（☎23・1352）

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
伴
う
「
エ
イ
ズ
・

性
感
染
症
検
査
、
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
。
検
査
は
、
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

♥
日
時
＝
12
月
５
日
㈪
10
時
～
16
時

♥
場
所
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
八
女
分
庁
舎
２
Ｆ

♥
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク
ラ

ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

♥
料
金
＝
無
料

♥
結
果
説
明
＝
12
月
12
日
㈪
10
時
～
16
時

※
検
査
結
果
説
明
は
電
話
で
は
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。

♥
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
保
健
衛
生
課
感
染
症
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

※
エ
イ
ズ
は
、
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
検
査
を
し
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
相
談
・
検
査
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
こ
の
期
間
以

外
に
も
、
年
間
を
通
し
て
相
談
・
検
査

は
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な

こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

ぜ
ひ
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12月の健康だより
健康課健康推進係（☎ 23・1352）

♥

　

２
０
０
９
年
現
在
、
世
界
中
で
約
３

３
０
０
万
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ
イ

ズ
患
者
が
こ
の
病
気
と
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ
イ
ズ

患
者
は
増
加
し
て
い
て
、
２
０
１
０
年
の

新
規
感
染
者
と
患
者
の
報
告
数
は
１
５

０
３
件
と
、
７
年
連
続
し
て
１
０
０
０
件

を
超
え
、
累
計
数
も
１
９
０
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
イ
コ
ー
ル
エ
イ
ズ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
自
覚

症
状
の
な
い
時
期
が
数
年
続
き
、
さ
ら
に

進
行
す
る
と
病
気
と
た
た
か
う
抵
抗
力

（
免
疫
）
が
低
下
し
、
感
染
症
を
発
症
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
進
行

す
る
と
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
が
出
て

お
り
、
き
ち
ん
と
服
薬
す
る
こ
と
で
エ
イ

ズ
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
経
路
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
に
３
つ
の
経
路
で
感
染
し
ま
す
。

①
性
行
為
に
よ
る
感
染

②
血
液
を
介
し
て
の
感
染

③
母
子
感
染

◉
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
「
だ
れ
で
も
か
か
る
」

　
「
か
か
り
や
す
い
人
」
と
い
う
の
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
や
す
い
行
為
を
す

れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
感
染
す
る
危
険
性
は

あ
り
、決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◉
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必
要

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
３
つ
の
感
染
経
路
で
し
か
う

つ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
で
は
う
つ
り

ま
せ
ん
の
で
、
む
や
み
に
怖
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
病
気
を
予
防
し
、
あ
る
い
は
共
に

生
き
る
た
め
に
、
ま
ず
き
ち
ん
と
し
た
知

識
や
理
解
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別

偏
見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
８
８
年
に
提
唱
し
、
世
界
各
地
に
お
い
て
、

エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ

は
、「
エ
イ
ズ
と
わ
た
し　

～
支
え
る
こ
と
と
防
ぐ
こ
と
～
」
で
す
。

メタボ予防教室

身体からのサイン　～健診で気づく生活習慣病～
生活習慣病講演会

生活習慣病の予防はまず、家庭の中から！八女市食生活改善推進
会によるちょっとしたコツで食習慣を改善できる教室を開催します。
♣日時＝12月８日㈭　9時30分～ 14時30分
♣会場＝おりなす八女研修棟１Ｆ
♣対象＝一般成人30人（先着受付）
♣参加費＝無料
♣持参するもの＝エプロン、筆記用具
♣申し込み・問い合わせ＝健康課健康推進係（☎23・1352）

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
伴
う
「
エ
イ
ズ
・
性

感
染
症
相
談
検
査
」
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集
！

正
し
い
知
識
と
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
と
エ
イ
ズ

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

感
染
経
路
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［日にち］  12月20日㈫
［対象］ ★4か月児
（平成23年7月～8月生まれ）
★10か月児（平成23年1月～2月生まれ）

乳幼児健診

黒木総合支所管内幼児健診

母子健康手帳をお持ちください。「予防接種予
診票」は家庭で記入してください。小冊子「予
防接種と子どもの健康」を事前によく読んでお
いてください。

心理士による個別相談です。対象者は年齢
を問わず、成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相談ください。
※予約制 ・健康課（☎23・1352）
・黒木総合支所（☎42・1114）

♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター

♥受付時間　13時30分～14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

［日にち］ 12月13日㈫
［対象］ 10か月児（平成23年2月生まれ）
［日にち］ 12月21日㈬　
［対象］ 4か月児（平成23年8月生まれ）
［日にち］ 12月22日㈭
［対象］ 3歳児（平成20年12月生まれ）
［日にち］ 12月27日㈫
［対象］ 1歳6か月児（平成22年6月生まれ）

［日にち］ 12月14日㈬、22日㈭
［受付時間］ 9時～16時　
［会場］ 八女市保健センター

子育てのことで、少しでも心配なことがあった
らお気軽にご相談ください。身長・体重測定
もできます。母子健康手帳をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相談
を行っています。
健康課（☎ 23・1352）
黒木総合支所（☎ 42・1114）

［日時］ 12月2日㈮　10時～11時30分
［会場］ 黒木地域交流センター「ふじの里」

［日時］ 12月8日㈭　11時～12時
［会場］ 星野総合保健福祉センター「そよかぜ」

［日時］ 12月12日㈪  9時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 12月26日㈪  10時30分～11時30分
［会場］ 八女市子育て支援センター「きらきら」

［日時］ 12月8日㈭ 13時30分～14時30分
［会場］ 八女市保健センター

子育て相談

乳幼児心理相談ポリオ予防接種

［対象］ 3か月以上7歳6か月未満　
※41日（6週間）以上の間隔をおいて2回接種
※次回は1月12日㈭八女市保健センター

ごっくん期（離乳食初期の５～６か月
児）についてのお話と調理を行いま
す。参加する人は、事前に健康課ま
でお申し込みください。※託児ありま
す。健康課（☎23・1352）

［日時］  12月15日㈭　10時30分～13
時30分　※受付10時～

［会場］ おりなす八女研修棟
［持参品］ エプロン、三角きん、母子健
康手帳　［材料費］ 300円

［定員］ 先着15人

ベビーズクッキング（離乳食教室）

健康相談
保健師、看護師が、血圧測定・尿検査・体脂
肪測定をします。健康に関するいろいろな相
談に応じます。健康手帳をお持ちの人はご持
参ください。※電話相談も行っています。 
健康課（☎23・1352）
黒木総合支所（☎42・1114）

［日時］ 12月5日㈪　９時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 12月21日㈬　９時30分～11時
［会場］ 黒木地域交流センター「ふじの里」

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

今
回
の
健
診
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
度
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
・
改
善
が
必
要

な
人
（「
動
機
づ
け
支
援
」「
積
極
的

支
援
」
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人
）

に
は
、
市
民
課
特
定
保
健
係
か
ら
特

定
保
健
指
導
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

案
内
が
あ
っ
た
人
は
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
を
す
る
よ

い
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
特
定
保
健
指
導
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　
「
健
診
を
受
け
た
け
ど
、
結
果
の

見
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
何
に
気
を

つ
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
市
民
課
特
定
保
健
係

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

今
年
の
健
診
は
い
か
が
で
し
た
か
？
今
回
は
、
昨
年
の
健
診
の
結
果
に
よ
り

生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
ま
れ
、
健
診
結
果
が
改
善
し
た
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ａさんは、昨年の健診結果を見て、ほんの少し生活習慣の
改善に取り組んだ結果、少しずつ体の中の状態がよくなり
始めています。Ａさんが今までと同じ生活を続けていたら、
結果は徐 に々悪くなり、５～10年後に生活習慣病になってい
たのではないかと考えられます。

※各地域の主任児童委員も家庭の相談に応
じています。福祉課援護係（☎ 23・1350）

血糖値が
少し改善

腹囲が5.5㎝
減った

中性脂肪が
正常に戻った

4.6㎏
減った

《今年》

Ａさん
（62歳・男性）

「よく噛む」を意識した
ことでご飯を減らすコ
ツなどが分かりました！

《昨年》

血糖・中性脂肪が
高い

体重が標準
より重い

腹囲が93㎝
（標準値85㎝）

健
診
の
結
果
『
動
機
づ
け
支
援
』『
積
極
的
支
援
』
が
必
要
と
さ
れ
た
人
を

対
象
に
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
の
カ
ギ
は

ほ
ん
の
少
し
の
生
活
改
善
か
ら
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給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
所
得
税
が
給

与
か
ら
源※

１

泉
徴
収
さ
れ
、
年※

２

末
調
整
が
済

ん
で
い
れ
ば
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
中
途
退
職
な

ど
で
年
末
調
整
が
さ
れ
な
い
人
、
年
末
調

整
で
控
除
等
を
漏
ら
し
た
人
は
、
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
を
精
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄

附
金
控
除・住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
初

年
度
分
）
な
ど
は
、
年
末
調
整
で
所
得
税

の
精
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
収
入
の
た

め
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
所
得
税

国
に
納
め
る
税
（
所
得
税
）
は
、
給
与

収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
65
万

円
）
と
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の
所

得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
（
課
税

所
得
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、パ
ー

ト
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収

入
が
な
い
場
合
は
、
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
所
得
税
は
、
そ
の
年
（
１
月

１
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る

た
め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市
県

民
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

◎
市
県
民
税

地
方
に
納
め
る
税
（
市
県
民
税
）
に

は
所
得
割
と
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。
所

得
割
（
税
率
10
％
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が

１
０
０
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い

場
合
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
均
等
割
（
税

額
４
５
０
０
円
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が

93
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合

は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
市
県
民
税
は
、
１
年
間
（
１
月
１

日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
を
も
と
に
計
算

し
、
翌
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
夫
婦
の
場
合
、
共
に

収
入
が
あ
る
場
合
で
も
、
所
得
要
件
を
満

た
せ
ば
、
配
偶
者
控
除
か
配
偶
者
特
別
控

除
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
ま
す
。（
下
の
表

１・２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

《
例
１
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
以

下
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
所
得
税
38
万

円
、
市
県
民
税
33
万
円

※
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
準
が
異
な
る
た

め
、
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、
Ｂ
さ
ん
に
市
県
民
税
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

《
例
２
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
超

１
４
１
万
円
未
満
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
０
円

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
特
別
控
除
＝
Ｂ
さ
ん

の
所
得
に
応
じ
、
所
得
税
38
万
円
か
ら

３
万
円
ま
で
、
市
県
民
税
33
万
円
か
ら

３
万
円
ま
で

※
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
Ａ
さ
ん
の
合
計
所

得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
（
給
与
収
入
で
約

１
２
３
１
万
円
）
を
超
え
る
場
合
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

Ｂさんの所得額 Ａさんが受けることができる控除額
所得税 市県民税

配偶者
控除 380,000円まで 380,000円 330,000円

配偶者
特別
控除

380,001円～ 399,999円まで 380,000円 330,000円

400,000円～ 449,999円まで 360,000円 330,000円

450,000円～ 499,999円まで 310,000円

500,000円～ 549,999円まで 260,000円

550,000円～ 599,999円まで 210,000円

600,000円～ 649,999円まで 160,000円

650,000円～ 699,999円まで 110,000円

700,000円～ 749,999円まで 60,000円

750,000円～ 759,999円まで 30,000円

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社

会保険（保
険証）
※の扶養均等割 所得割 配偶者

控除
配偶者

特別控除

93万円以下

かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない

入られる
100万円以下

かかる
場合が
ある

103万円

かかる
場合が
ある

103万円超
130万円未満

かかる
場合が
ある

受けられ
ない

受けられ
る
※表２参照130万円以上

141万円未満
入られない

141万円以上 受けられ
ない

年
末
調
整
で
控
除
を
漏
ら
し
た
ら

確
定
申
告
で
精
算
で
き
ま
す

配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

パ
ー
ト
収
入
と
税
、源
泉
徴

収
と
年
末
調
整
に
つ
い
て

※
１ 

源
泉
徴
収

勤
務
先
が
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、
所
得
税
額
を

そ
の
収
入
に
応
じ
て
計
算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き

し
、
国
に
納
め
る
こ
と
で
す
。

※
２ 

年
末
調
整

勤
務
先
が
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）の

最
後
に
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、
１
年
間
の
収
入

額
な
ど
か
ら
計
算
し
た
所
得
税
額
と
、こ
れ
ま
で
源

泉
徴
収
し
た
所
得
税
額
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精

算
す
る
こ
と
で
す
。
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等

控
除
・
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申
告

書
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（表１）パート収入に関する所得税と市県民税 （表２）所得額と配偶者控除・配偶者特別控除

パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
所
得
税
と

市
県
民
税

税につ
い
て学ぼう

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、
配
偶
者
控
除

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

　
　
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

※社会保険（保険証）の扶養については一般的な例ですので、勤務先で確認をお願いします。
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年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
扶
養
親

族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
が
同
居
の
特
別

障
害
者
で
あ
る
場
合
は
、
扶
養
控
除
ま
た
は
配

偶
者
控
除
の
額
に
金
額
を
加
算
す
る
措
置
（
同

居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例
措
置
―
所
得
税

35
万
円
、
市
県
民
税
23
万
円
）
が
、
特
別
障

害
者
控
除
の
額
に
加
算
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

扶
養
控
除
の
見
直
し

に
伴
い
、
平
成
23
年
１

月
か
ら
、
給
与
支
払
者

へ
提
出
す
る
「
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等（
異

動
）
申
告
書
」
の
内
容

が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

　

年
少
扶
養
控
除
は
廃

止
さ
れ
ま
す
が
、
個
人

市
県
民
税
の
非
課
税
限

度
額
の
算
定
に
は
扶
養

親
族
の
人
数
を
用
い
る

た
め
、「
住
民
税
に
関
す

る
事
項
」
欄
に
お
い
て
、

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族

の
人
を
申
告
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
告
が
漏
れ
る
と
、

障
害
者
控
除
や
寡
婦

（
夫
）
控
除
が
正
し
く
反

映
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
今
ま
で
非
課
税
だ
っ
た

人
や
均
等
割
額
の
み
負
担
い
た
だ
い
て
い
た
人

の
市
県
民
税
額
が
増
え
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
正
確

な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
も
同
様
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」
欄
に
も
れ

な
く
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦年少扶養控除の廃止
　子ども手当の創設（平成 22 年度）に伴い、年少扶養親族（16 歳未満の扶養親族）
に係る扶養控除が廃止されました。
◦特定扶養控除の上乗せ部分の廃止
　特定扶養親族（16 歳以上 23 歳未満の扶養親族）は、高等学校の授業料無償化に伴
い 16 歳以上 19 歳未満の扶養親族に限って、扶養控除の上乗せ部分が廃止されました。
※ 19 歳以上 23 歳未満の扶養控除は現行どおりです。

平
成
24
年
度
課
税（
平
成
23
年
分
所
得
）か
ら

適
用
さ
れ
る
個
人
住
民
税
の
改
正
に
つ
い
て

■
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例
の
改
定

■
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
に
つ

い
て

一般（年少）
扶養控除
33 万円

上乗せ部分
12 万円

特定扶養控除
※ 33 万円

0～15歳 16歳～18歳 19歳～22歳 23歳～69歳 70歳～

特定扶養控除
45 万円

一般（成年）
扶養控除
33 万円

老人扶養控除
38 万円

同居老親等加算
※ 7 万円

※平成 24 年度
から一般扶養控
除となります

廃止

廃止

控除対象扶養親族

個人住民税（市県民税）の扶養控除等イメージ図
控除額

年齢

扶
養
控
除
の
見
直
し

住民税に関する事項： 年齢 16 歳未満の扶養親族を記載
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外
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ぶ

子
を
最
近
見
な
く
な
っ
た
と
持
ち

込
ま
れ
た
こ
の
写
真
。
捕
ま
え
た

ド
ジ
ョ
ウ
を
自
慢
そ
う
に
笑
顔
で

持
つ
こ
の
２
人
は
、
福
島
小
学
校

４
年
２
組
の
吉
本
汐し

お
ん音
く
ん
と
大

久
保
侑ゆ

う
ま真

く
ん
。「
ヘ
ド
ロ
の
中
を

す
く
っ
て
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
た
。

ド
ジ
ョ
ウ
を
と
る
の
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
と
２
人
は
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

観
月
雅
楽
演
奏
会
が
10
月
９

日
㈰
、
中
柳
瀬
の
河
川
敷
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
柳
瀬
地
区

の
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

柳や
ろ
う
ぜ

朗
瀬
の
会
な
ど
が
主
催
。
同
会

は
、
中
柳
瀬
区
長
の
中
原
光
治
さ

ん
が
病
気
を
き
っ
か
け
に
21
年
前

に
始
め
た
千
間
土
居
公
園
の
ト
イ

レ
掃
除
や
河
川
敷
の
草
刈
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
賛
同
し
た

人
た
ち
が
集
ま
り
、
約
15
年
前
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
は
都
合
の

つ
く
と
き
に
河
川
敷
な
ど
の
草
刈

り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
後

の
慰
労
時
に
聴
い
た
雅
楽
が
評
判

を
よ
び
、
徐
々
に
規
模
が
大
き
く

な
り
約
５
年
前
か
ら
こ
の
演
奏
会

を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

矢
部
川
の
め
ぐ
み
で
あ
る
ア
ユ

や
コ
イ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
の
料
理

を
さ
か
な
に
約
２
０
０
人
が
雅
楽

の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
満
月
を
眺

め
ま
し
た
。
中
原
さ
ん
は
「
地
域

を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
思
い

で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
仲
間
も

ふ
え
う
れ
し
い
。
私
た
ち
が
し
て

い
る
活
動
が
市
全
体
に
広
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

青
年
同
士
の
交
流
を
目
的
に
、

市
内
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
観

光
資
源
を
巡
り
、
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
歩
く
「
グ
ル
メ
～
っ
と
八

女
探
検
隊
」
が
、
10
月
16
日
㈰
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
訪
れ
る

場
所
が
多
く
、
参
加
者
は
茶
の
く

に
八
女
・
奥
八
女
の
よ
か
と
こ
を

再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
お
い
し

い
も
の
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ど
の
参
加
者
も
「
ま
た
、
来
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
青
年
相
互
の
仲
間
づ
く

り
と
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
を
担
う
グ
ル
ー
プ

や
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
と
し
た

青
年
サ
ー
ク
ル
の
設
立
に
向
け
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
12
月
17
日
㈯
に
「
ク
リ
ス

マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
」

を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

立
花
町
上
辺
春
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
辺
春
で
10
月
８
日
㈯
、
イ

ノ
シ
シ
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
30
人
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
減
少
と
猟
の
安

全
祈
願
、
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の

供
養
を
し
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
辺

春
地
域
振
興
会
議
内
に
有
害
鳥
獣

対
策
部
会
を
設
置
し
、
住
民
自
ら

箱
わ
な
狩
猟
の
免
許
を
取
得
し
て

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
免
許
取
得
者
は
52
人
。
平
成

18
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ノ
シ

シ
６
８
６
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。
中

嶋
次
平
部
会
長
は
、「
免
許
取
得
者

も
増
え
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
縮
小
に
一

定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今

年
に
入
り
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
ク

リ
、
ミ
カ
ン
な
ど
も
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。き
ち
ん
と
供
養
し
、

今
後
の
猟
の
安
全
と
、
農
作
物
の

被
害
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

満月の下雅楽が奏でられました

猟の安全と捕獲したイノシシの供養をしました

ハート岩をバックに記念撮影

大久保くん（左）と吉本くん（右）

草
刈
か
ら
広
が
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪 

観
月
雅
楽
演
奏
会

八
女
・
奥
八
女
の
う
ま
い
も
の
に
舌
鼓

猟
の
安
全
祈
願
と
イ
ノ
シ
シ
を
供
養  

イ
ノ
シ
シ
供
養
祭

ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
た
！

10
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歌
人 

菊
池
剣
氏
を
偲
ぶ
冬
山

忌
碑
前
祭
（
黒
木
町
文
化
連
盟
主

催
）
が
９
月
25
日
㈰
、
黒
木
町
築

山
公
園
歌
碑
前
で
あ
り
ま
し
た
。

菊
池
氏
は
瀬
高
町
に
生
ま
れ
、
や

ま
な
み
短
歌
会
の
創
立
者
で
も
あ

り
ま
す
。
戦
後
妻
の
里
で
あ
る
黒

木
町
に
移
り
住
み
、
農
耕
の
傍
ら

作
歌
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

冬
山
忌
は
菊
池
氏
が
詠
ん
だ

「
冬
山
に
さ
へ
ぎ
ら
れ
た
る
朝
日
影

い
ま
街
な
み
の
一
角
に
さ
す
」
の

歌
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
式

で
は
冬
山
の
歌
を
参
加
者
全
員
で

歌
い
、
在
り
し
日
の
菊
池
氏
の
思

い
出
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
文

化
連
盟
の
吉
村
誠
会
長
は
「
黒
木

町
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
先
生
の
遺

徳
を
偲
び
、
い
つ
ま
で
も
続
け
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

八
女
市
立
花
町
白
木
に
あ
る
夢

た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ
で
10
月
10
日

㈷
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
長
崎
県
な
ど
、
県
内
外

か
ら
約
３
０
０
人
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
飛

び
入
り
参
加
し
た
75
歳
の
男
性
は

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
高
齢
、
見

事
な
ド
ラ
ム
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。参
加
し
た
60
代
の
夫
婦
は
、「
若

い
こ
ろ
に
な
じ
ん
だ
音
楽
を
、
自

然
豊
か
な
場
所
と
生
演
奏
で
楽
し

め
て
満
足
し
て
い
ま
す
。
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
満
足

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
話
し
て
い

ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト 

シ
ュ
ト
ス
弦

楽
四
重
奏
団w

ith

後
藤
珠
美
が
10

月
20
日
㈭
、
お
り
な
す
八
女
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
八
女
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー

音
楽
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調し

ら
べ 

紀お
さ
む代

表
は
「
ぜ
ひ
こ
の
ホ
ー
ル
で
の
弦
楽

の
音
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
す
ば
ら
し

い
弦
楽
の
音
を
聞
く
こ
と
の
で
き

る
ホ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
を
実
感

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
第
２

部
で
は
八
女
市
黒
木
町
出
身
の
フ

ル
ー
ト
奏
者
の
後
藤
珠
美
さ
ん
を

迎
え
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト

四
重
奏
曲
第
１
番
を
演
奏
。
会
場

を
う
つ
く
し
い
音
色
が
包
み
込
み
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
は

10
月
17
日
㈪
、
上
陽
の
八
女
市
農

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
ま
ち
づ

く
り
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
、
行
政

区
長
や
自
治
公
民
館
長
の
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
若
者

な
ど
約
２
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

第
１
部
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
か

ら
の
事
例
発
表
で
は
、
２
団
体
が

発
表
。
長
峰
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
会
長
の
樋
口
和
生
さ
ん
が

専
門
部
会
を
中
心
と
し
た
活
動

で
「
史
跡
と
共
存
す
る
田
園
都
市

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

を
発
表
。
ま
た
、
星
野
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、
鹿
里
ふ
る
さ

と
会
事
務
局
の
樋
口
一
弘
さ
ん
が
、

地
域
資
源
で
も
あ
る
彼
岸
花
を
題

材
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

て
集
落
住
民
が
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
行
政
に
頼
ら
な

い
村
お
こ
し
を
成
功
さ
せ
た
鹿
児

島
県
鹿
屋
市
柳
谷
（
通
称
や
ね
だ

ん
）
の
自
治
公
民
館
長
豊
重
哲
郎

さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
ま

ち
づ
く
り
は
、
感
動
を
与
え
る
こ

と
と
本
気
が
大
事
だ
」
と
の
豊
重

館
長
の
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
終
了
後
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

代
表
を
中
心
に
豊
重
館
長
と
の
意

見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア

に
、「
今
後
の
活
動
の
糧
と
な
り
そ

う
だ
」
と
の
意
気
込
み
や
「
出
席

し
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

会場に軽快なリズムが響きました

うつくしい音色に酔いしれました

多くの参加者が事例発表に耳を傾けました

歌が刻まれた碑に献酒を行う出席者

地域づくりを熱く語る豊重さん

歌
人
菊
池
剣
氏
を
偲
ぶ

ま
ち
づ
く
り
は
感
動
と
本
気
が
大
事
！ 
軽
快
な
サ
ウ
ン
ド
が
響
き
渡
る

美
し
き
弦
楽
の
し
ら
べ  

シ
ュ
ト
ス
弦
楽
四
重
奏
団w

ith

後
藤
珠
美
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し
ょ
う
が
い
者
福
祉
に
関
わ
る

よ
り
良
い
連
携
づ
く
り
を
目
的
に

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
24
日
㈭
、10
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３･

０
２
９
４
）

　

岩
戸
山
古
墳
の
築
造
者
で
あ
る

集
し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

《
第
７
弾
》
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
で

く
び
れ
を
ゲ
ッ
ト

⃝
日
時
＝
12
月
14
日
㈬
10
時
～
11

時
30
分

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

⃝
内
容
＝
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
基

本
に
し
た
美
容
と
健
康
に
有
効
な

新
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
タ
ヒ
チ
ビ

ク
ス
」
の
体
験　
※
定
員
15
人　

《
第
８
弾
》
魔
法
の
か
ぎ
針

⃝
日
時
＝
12
月
14
日
㈬
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

⃝
内
容
＝
一
本
の
糸
が
紡
ぎ
だ
す
世

界
を
作
品
紹
介
や
講
話
、
実
習
を

通
し
て
体
験
し
ま
す
（
材
料
費
３

０
０
円
）　
※
定
員
20
人

《
第
９
弾
》マ
ミ
ィ
と
あ
そ
ぼ
！（
英

語
を
話
し
て
音
楽
聞
い
て
）

⃝
日
時
＝
12
月
21
日
㈬
15
時
～
16

時
30
分

⃝
場
所
＝
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
内
容
＝
親
子
（
お
父
さ
ん
も
可
）

で
申
込
。
ピ
ア
ノ
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
英
語
に
ふ
れ
ま

し
ょ
う　
※
定
員
親
子
15
組

前
集
合
～
岡
山
公
園
往
復
（
６
㌔
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会

堤
さ
ん
（
☎
２
３
・
０
４
５
０
）

⃝
日
時
＝
11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

９
時
～
17
時

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
内
容
＝
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
着
物
、

ブ
ラ
ウ
ス
、
手
提
げ
袋
、
そ
の
他
２

０
０
点
あ
ま
り
。
来
年
度
の
干
支

の
ふ
き
ん
作
り
講
習
も
行
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
高
塚
さ
し
こ
の
会

岡
田
さ
ん
（
☎
２
２
・
５
３
５
６
）

　

プ
チ
起
業
講
座
の
受
講
生
と
市

内
で
活
動
す
る
プ
チ
起
業
家
が
、

自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
て

ブ
ー
ス
を
受
け
持
ち
作
品
の
発
表

や
販
売
を
行
い
ま
す
。
先
着
30
人

に
は
新
米
の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
が

無
料
で
ご
試
食
い
た
だ
け
ま
す
。

23
年
度
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
提
案
事
業
。
入
場
無
料

⃝
日
時
＝
12
月
４
日
㈰
10
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

⃝
出
展
予
定
＝
新
米
・
矢
部
産
野

菜
の
販
売
、
手
作
り
雑
貨
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
品
、
ア
ジ
ア
ン
雑
貨
、

整
体
ほ
か

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
川
口
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
３
５
７
６
・
１
２
９
３
）

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
12
月
４
日
㈰
10
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

⃝
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資
料
代
）

⃝
記
念
講
演
＝「
働
く
マ
マ
を
応
援
、

24
時
間
保
育
園
の
開
園
に
あ
た
っ

て
」（
13
時
15
分
～
14
時
30
分
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
事
務
局
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
２
、
O
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
３
）　　

　

今
回
は
第
７
弾
～
第
９
弾
を
募

「
磐
井
」
を
中
心
と
し
て
、
多
数
の

前
方
後
円
墳
を
造
っ
た
古
代
八
女

の
大
豪
族
「
筑
紫
君
」
を
再
検
討

す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
～
15

時
30
分

⃝
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館

⃝
定
員
＝
１
０
０
人

⃝
講
師
＝
石
山
勲
さ
ん
（
元
九
州

歴
史
資
料
館
学
芸
課
長
）

⃝
内
容
＝
「
岩
戸
山
古
墳
を
語
る
」

～
石
人
・
石
馬
と
装
飾
古
墳
～

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
岩
戸
山
歴
史
資

料
館
（
☎
２
２
・
６
１
１
１
）

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
認
定
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
12
月
５
日
㈪
13
時
30
分

ス
タ
ー
ト
※
小
雨
決
行

⃝
コ
ー
ス
＝
八
女
市
保
健
セ
ン
タ
ー

お
知

ら
せ

高
塚
さ
し
こ
の
会
作
品
展

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

高
齢
者
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ワ
ン
デ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト

八
女
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

「
筑
紫
君
を
考
え
る
」
講
演
会

お
り
な
す
八
女
「
水
曜
講
座
」

教
室
・
講
座

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎24・3022） 八女市本村425-61
☀開館日＝火・木・土・日曜10 時～17 時

◦日時＝11月26日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝実費

◦日時＝11月19日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

◦日時＝12 月 3日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円

★おやつ「ブランマンジェをつくろう」
◦日時＝12月10日㈯ 13時 30分～
◦参加費＝実費

★おやつ「ベビーカステラをつくろう」

★工作「コルク粘土で遊ぼう」

★工作「レインボーペーパーで絵を描こう」

ふらっち広場からのお知らせ
地域活動支援センター

ほ
ほ
え
み

■会場は、いずれもふらっち広場で
す。詳細は問い合わせください。
■イベントがない日もマグネットつく
りやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。興味のあ
る人はぜひ一度遊びに来てください。

　「グルメ～っと八女探検隊」に続く青
年対象事業第２弾。参加者全員でクリ
スマス料理をつくって、パーティーを行
います。同世代の仲間と料理をつくりな
がら、交流を深めてみませんか。仲間づ
くりや充実した時間を過ごしたい人の参
加をお待ちしています。
◦開催日＝12 月17日㈯
◦場所＝おりなす八女研修棟　調理室
◦集合時間＝17 時
◦参加対象者＝市内在住または市内に勤
務する18 歳（高校生除く）～ 35 歳の
男女
◦参加料＝１０００円
◦募集人数＝ 30 人（先着順）
◦募集期間＝11月21日㈪～ 12 月6 日
㈫
◦申し込み・問い合わせ＝男女共同参画・
生涯学習課（☎２３・１３１８）

「クリスマスクッキング
　　　　＆ Ｐａｒｔｙ」

献
血にご協力ください

12月8日㈭ ①10：00～11：30
　　　　　    ②12：30～15：30
おりなす八女研修棟 西側駐車場
問八女市献血推進協議会（☎23・0294）

参加者
募集

八女市青年対象事業 ★
★ ★ ★ ★

★
★ ★ ★ ★



　

試
験
を
希
望
す
る
人
や
興
味
の

あ
る
人
は
、
父
母
説
明
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
資
料
等
の
請

求
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ

の
場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

父
母
説
明
会

《
第
１
回
》
11
月
26
日
㈯
10
時
～

／
八
女
市
文
化
会
館
2
階
会
議
室

《
第
２
回
》
12
月
３
日
㈯
10
時
～

／
筑
後
市
サ
ン
コ
ア
２
階

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
八
女
市
本
町
６
６
２

‐
５　
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　

八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
団
体
や
個
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
が
あ
る
人
の
登
録
を
行
っ

て
い
ま
す
。
登
録
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
福
祉
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
等
の
案
内
や
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
場
合
に
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
登
録
い

た
だ
き
ま
し
た
ら
活
動
さ
れ
る
上

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
を
無
料
で

加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
多
く
の
皆

様
の
申
込
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝
11
月
15
日
㈫
～
12

月
９
日
㈮

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
２
３・０
２
９
４
）

覧
く
だ
さ
い
。
※
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
子
育
て
支
援
課

に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

⃝
委
託
す
る
学
童
保
育
所
＝
旧
八

女
市
内
８
小
学
校
区
学
童
保
育
所

⃝
委
託
す
る
期
間
＝
平
成
24
年
４

月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

⃝
応
募
資
格
＝
県
内
に
住
所
を
有

す
る
法
人
ま
た
は
団
体

⃝
受
付
期
間
＝
11
月
18
日
㈮
～
12

月
２
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

保
育
所
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　

自
衛
隊
に
は
、
中
学
校
か
ら
進

学
す
る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
以

前
の
少
年
工
科
学
校
と
は
制
度
面

で
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
自
衛

官
と
し
て
で
は
な
く
、
学
生
と
し

て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
衛
高
校
の
よ
う
な
制
度
で
す
。

高
等
工
科
学
校

⃝
受
付
期
間
＝
《
推
薦
》
11
月
１

日
㈫
～
12
月
16
日
㈮
《
一
般
》
11

月
１
日
㈫
～
１
月
６
日
㈮

⃝
試
験
期
日
＝
《
推
薦
》
１
月
７

日
㈯
～
１
月
９
日
㈪
ま
で
の
間
の

１
日
《
一
般
》
▽
一
次
試
験 

１
月

14
日
㈯
▽
二
次
試
験 

１
月
28
日
㈯

～
１
月
31
日
㈫
ま
で
の
間
の
一
日

⃝
最
終
発
表
＝
《
推
薦
》
１
月
13

日
㈮
《
一
般
》
２
月
17
日
㈮

広報やめ　2011.11.1513

⃝
内
容
＝
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ク
講
座
～

企
業
に
好
か
れ
る
！
好
印
象
を
あ

た
え
る
メ
イ
ク
術
～
ち
ょ
っ
と
し
た

ポ
イ
ン
ト
で
、
職
場
に
ふ
さ
わ
し
い

自
分
に
な
れ
る
。

⃝
申
込
締
切
＝
12
月
２
日
㈮

⃝
申
込
＝
受
講
申
込
書
を
記
入
し

次
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
受
付
＝
月
曜
～
土
曜
９
時

～
17
時
※
フ
ァ
ク
ス
・
郵
便
・
電

話
で
の
申
込
は
不
可
。

⃝
申
し
込
み
＝
久
留
米
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
就

業
相
談
窓
口
（
☎
０
９
４
２・３
２・

１
１
４
０
）
※
申
込
書
は
子
育
て

支
援
課
に
も
あ
り
ま
す
。

　

八
女
市
の
学
童
保
育
所
を
運
営

委
託
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
「
八
女
市
学
童
保
育
所
に

係
る
運
営
団
体
募
集
要
項
」
を
ご

⃝
日
時
＝
12
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

⃝
講
師
＝
森
山
虎
雄
さ
ん
、
森
山

富
子
さ
ん
（
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者
）

⃝
内
容
＝
干
支
（
辰
）、
テ
ー
ブ
ル

セ
ン
タ
ー
各
１
枚

⃝
受
講
料
＝
１
万
５
千
円（
材
料
代
込
）

⃝
定
員
＝
10
人
（
７
人
以
上
で
開

催
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
申
し
込
み
＝
同
館
（
☎
２
２
・
３

１
３
１
）

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
で
、

求
職
中
か
働
い
て
い
る
人
で
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人
を
対
象
に
行

い
ま
す
。
定
員
15
人
、
受
講
無
料
、

託
児
は
事
前
申
し
込
み
必
要
。

⃝
日
時
＝
12
月
16
日
㈮
15
時
30
分

～
17
時
30
分

⃝
会
場
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

《
第
７
弾
～
第
９
弾
共
通
》

⃝
申
込
方
法
＝
12
月
３
日
㈯
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
は
９
時
～
19
時
で
す
（
月
曜

日
を
除
く
）。
※
託
児
が
必
要
な
人

は
併
せ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
を
超
し
た
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
お
り

な
す
八
女
（
☎
２
３
・
２
１
３
１
、

２
２
・
５
３
３
２
）

　

今
話
題
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
店

舗
や
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
、
登
録

し
た
が
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
人
向

け
の
講
座
で
す
。
受
講
料
３
千
円

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
11
月
29
日
㈫
14
時
～
17
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

⃝
内
容
＝
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
登

録
・
活
用
方
法
な
ど

⃝
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

商
工
会
議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）

わ
か
り
や
す
いF

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

講
座

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

女
性
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

24
年
度
学
童
保
育
所
運
営
団
体

◦日時＝11月23日㈷ 10 時～ 13 時
30 分ごろ
◦集合場所＝ほたると石橋の館（上
陽町）
◦参加料＝大人 2,500 円、子ども（小
学生以下）1,500 円　※参加料には
シイタケ 500ｇのお土産（お子様は
シイタケのかわりにソフトクリーム）
と椎茸御膳、椎茸の炭火焼バーベ
キュー代が含まれます。
◦持ち物・服装＝長袖・長ズボン、
帽子・タオル・軍手、汚れてもよい靴、
雨具・飲み物
◦募集人員＝先着２０人
◦募集締切＝１１月２１日㈪

◦日時＝１２月４日㈰ 10 時～ 15 時
◦集合場所＝ほたると石橋の館（上
陽町）
◦参加料＝中学生以下の人 1,000 円

（昼食付き、巣箱代込み）。※保護
者は保険代として100 円。食事は、
各自レストランでお願いします。
◦募集人員＝親子１０組（先着順）
◦募集締切＝１２月２日㈮

きのこのこのこきのこ狩り
ツアーin上陽

巣箱作りとバードウォチング

募集！
八女市ほたると石橋の館

　（☎ 54・2150）
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■楽しく食育「肉まん作りに挑戦！」
◦12/6 ㈫ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■いっしょにあそぼ！「まつぼっくりツリーを作ろう！」
◦12/10 ㈯10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込 25 組
◦12/13 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■高田先生とおしゃべり会
◦12/16 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアド
バイザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪
◦12/20 ㈫10：30 ～※12 月生まれをお祝いします

■高校生と遊ぼう 「高校生（福島高校デザ
イン科）とクリスマス会」◦12/17 ㈯ 10：00
～※12/10 ㈯までに要申し込み
■子育てママのリフレッシュタイム 

「手作りアロマハンドクリーム」栫瞳（かこい
ひとみ）さん、定員 15 人、材料費 500 円
◦12/12 ㈪ 10：00 ～ 11：30 
■エンジョイオープン広場・パパママ広場 
※年齢に関係なくどなたも参加できます。
◦12/10 ㈯ 10：00 ～「もちつき会」
　12/7 ㈬までに要申し込み、小雨決行
■思いきり遊ぼう園庭とセンタールームで親子遊び

月曜～金曜＝9：30～15：30、土曜＝9：30～13：00
▽ 12/6日㈫▽ 13日㈫▽ 15日㈭▽ 24日㈯
▽ 26日㈪▽ 27日㈫▽ 28日㈬
■移動サロンご近所仲間を作りましょう
10：00 ～ 12：00
※児童センターのみ 11：00 ～ 12：00
▽東公民館 12/2 ㈮▽西公民館 12/3 ㈯
▽上陽公民館 12/9 ㈮▽児童センター
12/16 ㈮ ▽そよかぜ 12/20 ㈫▽おりなす
八女研修棟 12/22 ㈭
■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）
楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
12/7 ㈬、21㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
12/1㈭、14 ㈬　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦12/5 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦12/19 ㈪ 10：00 ～ 12：00 ／ほほえみ

■プレママ＆ベビーサロン◦12/2㈮ 10：30～
■エンジェルルーム 「クリスマスグッズ作り」
◦12/7 ㈬ 10：30 ～※予約不要
■高田先生のハートフルしゃべり場
◦12/13 ㈫ 10：30 ～※託児要申込
■ハッピーバースデー 
◦12/14 ㈬ 10：30 ～

■みんなで遊ぼうクリスマスお楽しみ会
◦12/18 ㈰ 10：30 ～ ♪手品・コカリナ等

■おはなし会◦12/6 ㈫、10：30 ～
■英語であそぼう◦12/5㈪、19㈪10：30～
■リズムにのって◦12/13 ㈫ 10：30 ～
■おためしランチ◦12/14 ㈬ 11：30 ～
■おしゃべりクラブ◦12/ ８㈭ 10：30 ～
■パパ・ママあそぼう！◦12/17 ㈯ 10：30 ～
■プレママクラブ◦12/12 ㈪ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「タッチケア」
◦12/26 ㈪ 10：30 ～
■こんにちはあかちゃん◦12/20 ㈫10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦12/16 ㈮ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦12/7 ㈬ 10：30 ～
■ハッピークリスマス◦12/21㈬ 10：30 ～
■育児講座「スクラップブッキング」かがやき
◦12/2 ㈮ 10：30 ～※材料費 500 円、写
真 2 ～ 3 枚をご持参ください。要予約（託
児は 2日前までに要予約）限定 10 組
■移動サロン※10：00～13：00
▽白木コミュニティセンター12/1㈭
▽黒木公民館 12/9 ㈮
▽かがやき12/15 ㈭
▽矢部集落センター12/22 ㈭
★なかよしクラブは都合によりお休みで
す。

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 12 月

　

市
の
シン
ボ
ル
で
も
あ
る
「
飛
形
山
」
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
昼
食

に
だ
ん
ご
汁
・
お
に
ぎ
り
を
準
備
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
９
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

⃝
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・
ご
み

拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
な
ど

⃝
募
集
締
切
＝
12
月
５
日
㈪

⃝
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・
の

こ
ぎ
り
な
ど
（
持
っ
て
る
人
は
ご
協
力

く
だ
さ
い
）。
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
＝
立
花
支
所
産
業
経
済
課

商
工
観
光
係
（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

　
イ
チ
ゴ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
の
い
ず
れ

か
を
本
格
的
に
始
め
た
い
人
へ
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
開
催
日
時
＝
12
月
４
日
㈰

⃝
開
催
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
研
修
室

⃝
相
談
内
容
＝
①
栽
培
方
法
②
出
荷
作

業
③
経
営
収
支
④
現
地
視
察

⃝
申
込
締
め
切
り
＝
11
月
25
日
㈮

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
園
芸
指
導
課（
☎
２
３・１
１
６
３
）

　
福
岡
県
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
独
身
の
人
に
出
会
い
の
機
会

を
提
供
し
、
結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
う
「
新
た
な
出
会
い
応
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ふ
く
お
か
あ
か

い
糸
め
ー
る
」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
メ

ル
マ
ガ
会
員
は
随
時
募
集
中
で
す
。

⃝
メ
ル
マ
ガ
会
員
登
録
＝
公
益
財
団
法

人
県
地
域
福
祉
財
団
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w.fp-kikin.or.jp/

携
帯
電
話
サ
イ
ト

http://w
w
w.fp-kikin.or.jp/do/

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
地
域
福
祉
財
団
振

興
課
（
☎
０
９
２・５
８
２・２
３
９
６
）

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、国
が
つ
く
っ

た
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
の
科
目
を

1
科
目
か
ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
等
で
学
べ

ま
す
。
15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生
は
18

歳
以
上
）
で
あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で

き
、学
士（
教
養
）の
学
位
が
取
れ
ま
す
。

短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入
学

で
き
ま
す
。
入
学
は
年
２
回
（
４
月
と

10
月
）。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。
※
入

学
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝
11
月
15
日
㈫
～
翌
年
２

月
29
日
㈬

⃝
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
２・４
７
３・１
３
６
５
、

O
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
２
）

「
い
ち
ご
・
な
す
・
と
ま
と
」
の

栽
培
を
本
格
的
に
始
め
た
い
人
へ

独
身
男
女
の
出
会
い
を
応
援

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者
募
集

放
送
大
学
24
年
４
月
入
学
生

中村文昭＆ナニメン講演会◦日時＝11月23日㈷ 13 時～◦場所＝おりなす八女ハーモニー
ホール◦入場料＝大人 2,000 円、中高生 1,500 円◦問い合わせ＝太田黒さん（☎ 24・0001）



　
高
１
９
２
セ
ン
チ
の
観
音

像
の
体
内
に
は
、「
黒く

ろ

木ぎ

四し

郎ろ
う

殿
御
影
」
の
銘
が
あ
り
ま

す
。
黒
木
四
郎
と
は
猫
尾
城
の

二
代
目
城
主
で
、
義
父
は
初
代

城
主
・
黒
木
助す

け

能よ
し

。
助
能
は
大

番
役
と
し
て
京
の
都
へ
上
が
っ
た

折
り
、
御
所
で
催
さ
れ
た
管
弦

の
宴
で
見
事
な
横
笛
を
披
露
し

た
褒
美
と
し
て
、「
調し

ら
べ」
の
姓
と

待ま
つ
よ
い
の宵

小こ

侍じ

従じ
ゅ
うと

い
う
京
の
美

女
を
賜
り
ま
し
た
。
小
侍
従
は

徳と
く

大だ
い

寺じ

左さ

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

實
定
卿
と
い

う
身
分
の
高
い
人
の
恋
人
で
、
こ

の
時
す
で
に
妊
娠
３
か
月
で
し

た
。助
能
は
３
年
間
の
役
を
終
え
、

小
侍
従
と
３
歳
に
な
る
黒
木
四

郎
を
伴
い
黒
木
へ
と
帰
り
ま
す
。

猫
尾
城
で
は
助
能
の
奥
方
で
あ

る
春
日
局
が
夫
の
帰
国
を
待
ち

わ
び
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

を
嘆
き
侍
女
13
人
と
と
も
に
矢

部
川
に
入
水
。
奥
方
た
ち
の
怨

霊
は
里
人
を
悩
ま
し
、
助
能
一
家

に
た
た
り
続
け
た
と
い
い
ま
す
。

　

成
長
し
た
黒
木
四
郎
は
２
代

目
城
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
風

邪
が
も
と
で
18
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
義
父
助
能
と

母
小
侍
従
は
悲
し
み
、
京
の
實

定
卿
に
使
者
を
送
り
ま
す
と
、

實
定
卿
も
わ
が
子
の
薄
命
を
嘆

き
冥
福
を
祈
っ
て
等
身
大
の
聖

観
音
像
を
刻
み
黒
木
に
送
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
像
は
幾
多
の
戦
乱
の
世

を
地
域
の
人
々
が
大
切
に
守
り
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年

３
月
に
福
岡
県
の
文
化
財
指
定

を
受
け
て
、「
木
造
聖
観
音
保
存

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
元
々
、

縁
日
に
は
女
性
を
中
心
に
参
詣

す
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
興
し
も
兼
ね
て
「
提
灯
願
い

大
祭
」
が
始
ま
り
、
今
年
も
10

月
２
日
㈰
に
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
近
は
お
堂
の
横
で
護
摩
焚

き
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健

康
を
祈
願
し
て
多
く
の
人
た
ち
が

火
渡
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

春
日
の
局
と
二
人
の
侍
女
は
、

黒
木
町
南
本
分
の
築
地
御
前
霊

社
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
地
域
の
人
た
ち
か
ら
観
音

様
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
毎
年

12
月
18
日
に
「
生
木
焚
き
法
要
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
黒
木
の

２
か
所
に
祀
ら
れ
た
悲
劇
の
観

音
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

人
々
の
手
厚
い
信
仰
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

広報やめ　2011.11.1515

　福岡県警では、オウム真理教関係
被疑者等を捜しています。指名手配
被疑者に似た人を見かけたら八女警
察署まで通報をお願いします。
八女警察署（☎ 22・5110）

指名手配被
疑者の検挙
にご協力を！

高橋克也(53) 

菊地直子(39) 平田  信(46) 

県指定文化財 木造聖観音立像

提灯願い大祭

【
特  

選
】

君
ね
む
る
杜
の
闇
よ
り
秋
の
蝉

秋
暑
し
日
陰
拾
ひ
て
吟
行
す

き
ち
き
ち
の
水
玉
蹴って
飛
び
交
ひ
ぬ

【
佳  

作
】

秋
扇
埴
輪
に
白
き
つ
ぎ
目
か
な

撓
ひ
た
る
萩
の
大
枝
地
を
撫
づ
る

な
だ
ら
か
な
弥
生
広
場
の
大
花
野

青
胡
桃
顕
は
に
な
り
て
揺
れ
に
け
り

秋
蝉
の
終
の
声
か
と
鳴
き
つ
の
る

【
入  

選
】

露
し
と
ど
磐
井
の
乱
の
音
す
な
り

古
墳
径
萩
嫋
や
か
に
通
せ
ん
ぼ

一
掬
の
腐
葉
に
虫
の
鳴
き
細
り

古
代
住
居
闇
を
貧
る
ち
ち
ろ
か
な

秋
冷
や
苔
の
坂
丘
な
す
べ
り
そ

乱
の
世
の
花
か
も
知
れ
ず
曼
珠
沙
華

松
﨑
　
伸
子

城
戸
　
和
子

永
松
　
寿
子

松
尾
　
貞
義

穴
見  

ミ
キ
ヱ

堤
　
多
鶴
子

大
坪
　
榮
子

牛
島
　
景
子

大
坪
　
榮
子

松
尾
　
貞
義

野
中
　
　
平

堤
　
多
鶴
子

井
上  

ト
シ
子

井
手
　
光
代

人
形
原
句
碑
記
念
句
会

人
形
原
句
碑
記
念
句
会
が
９
月
19
日
㈷
に
あ
り
、
次
の

と
お
り
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

黒木町北木屋にある、県指定文化財「木造聖観音立像」。724 年の歴史あるこの
像は地域の人たちによって大切に祀られ、毎年 10 月第 1日曜日に「提灯願い大祭」
が催されています。この日は年に1度のご開帳日で、たくさんの提灯に灯がともさ
れ、参拝客にだご汁がふるまわれます。猫尾城 2 代目城主の等身大で作られたと
いう聖観音立像を前にすると、まるで何かを語りかけているように感じられます。

木造聖観音立像
　鎌倉中期作。当時の仏師名は赤外
線写真でも判読不能。かやの木の寄
木造り。頭・顔・首は一つに作製され
た挿し首。水晶の玉眼。昭和 53 年 3
月25日福岡県文化財指定を受ける。

お堂の横で行われる真
言密教による護摩焚き

築地の生木焚き法要の様子

10
２日

像



12月4日（日）
八媛病院 本 ２２・４１７６
原　医院 黒木町 ４２・０３３６
柳迫歯科医院 平　田 ２４・５５５４
宮城耳鼻咽喉科 筑後市 0942・52・8733
吉田眼科医院 筑後市 0942・5４・1888
12月11日（日）
下津浦医院 津　江 ２２・２５６４
角整形外科 黒木町 ３３・２１２１
ほり歯科医院 立花町 ２５・６４８０
12月18日（日）
城戸医院 鵜　池 ２３・５３０３
冨田医院 黒木町 ４２・０１７３
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
12月23日（祝）
草場内科循環器科 納　楚 ２３・５１７１
山口医院 星野村 ５２・３１３１
姫野歯科医院 広川町 ３２・０１５５

12月25日（日）
麻生医院 宅間田 ２３・５８００
木屋診療所 黒木町 ４２・００７１
はまさき歯科クリニック 広川町 ３２・７８００
12月29日（休）
吉山クリニック 稲　富 ３０・２２００
中村内科医院 立花町 ３７・１６０１
12月30日（休）
黒岩外科 日の出町 ２３・２８５８
岡村医院 立花町 ２３・２７７０
大渕耳鼻咽喉科 大　島 ２３・２８１１
12月31日（休）
江上内科 五丁野 ２４・０１１３
中島医院 黒木町 ４２・０２３５
大石歯科医院 室　岡 ２４・１１１１
内藤歯科医院 黒木町 ４２・４０８６
平野眼科医院 本　町 ２３・５５５０

救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
柳病院 吉田 ２３・２１７６
川﨑病院 納楚 ２３・３００５
馬場病院 広川町 ３２・３５１１
夜間小児救急医療　（19:00 ～ 22:00）
▶月・水・金
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
▶火・木
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
日祝日小児救急医療　（9:00 ～15:00）
▶12月4日㈰・18日㈰・23日㈷
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
▶12月11日㈰・25日㈰
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
県小児救急医療電話相談
▶ 19:00 ～ 23:00
聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
▶ 23:00 ～ 7:00
県指定健康相談事業者 ♯8000

✚12月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので、電話で確認してください。

八女市観光ホームページを開設しました !
※八女市公式ホームページからも見ることができます。

S http://chanokuni.com

◦
期
日
＝
12
月
８
日
㈭

◦
時
間
＝
【
打
ち
は
じ
め
】
13
時
～

【
大
名
行
列
】
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
黒
木
町
下
田
代
地
区 

下
田

代
ふ
れ
あ
い
広
場
付
近
～
八
龍
神
社

※
観
覧
無
料

※
臨
時
駐
車
場
は
田
代
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
元
田
代
小
）

◦
連
絡
先
＝
▽
座
元
・
堤
直
人
さ
ん

（
☎
４
２
・
１
5
２
９
）

◦
概
要
＝
初
冬
の
田
代
路
に
、
お
し

ろ
い
を
塗
っ
て
扮
装
し
た
奴
姿
の
男
衆

た
ち
が
大
名
行
列
を
従
え
、
ユ
ニ
ー
ク

た
っ
ぷ
り
に
練
り
歩
く
田
代
の
風
流
。

こ
の
祭
礼
は
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）

柳
河
藩
第
７
代
藩
主
の
立
花
鑑あ

き

通な
お

公

が
、
八
龍
神
社
の
再
建
を
命
じ
、
大

名
行
列
を
従
え
て
奉
納
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
下
田
代
地
区
の
氏
子
の

皆
さ
ん
が
担
当
。
早
朝
の
５
時
半
過

ぎ
か
ら
付
近
の
田
代
川
で
身
を
清
め

た
後
、
昼
ご
ろ
か
ら
下
田
代
ふ
れ
あ

い
広
場
付
近
か
ら
大
名
行
列
を
従
え
、

笛
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
50
人
ほ

ど
が
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
日
は
、
お

賽
銭
を
御
輿
に
投
げ
入
れ
て
１
年
間

の
無
病
息
災
を
祈
り
な
が
ら
下
を
く

ぐ
る
人
々
も
加
わ
り
、
付
近
一
帯
は
、

さ
な
が
ら
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
風
情
に
包
ま
れ

ま
す
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
夢
た
ち

ば
な
観
梅
会
（
平
成
24
年

２
月
18
日
㈯
～
26
日
㈰
、
谷
川
梅

林
）
に
お
い
て
、
出
店
者
の
募
集

を
し
ま
す
。
出
店
を
希
望
さ
れ
る

人
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店

条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
出
店
募
集
締
切
＝
12
月
５
日
㈪

◦
対
象
＝
八
女
市
内
に
在
住
ま
た

は
市
内
に
開
業
の
事
業
者

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花

町
観
光
協
会
（
☎
３
７・１
０
５
５
）

観
梅
会
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

田
風

「
旧
大
内
邸 

七
人
の
侍
」

ア
グ
リ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
鎌
浦
農
園

【
７
人
の
農
作
物
を
使
っ
た

大
内
邸
風
料
理
】

銀
し
ゃ
り
だ
け
の
白
米

に
ぎ
り
／
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ

チ
ー
ズ
入
り
の
揚
げ
に
ぎ

り
／
和
風
オ
リ
ジ
ナ
ル
柿

豚
カ
ツ
／
フ
ル
ー
ツ
の
漬

物
／
サ
ラ
ダ
数
種
／
と
う

が
ん
／
秋
野
菜
の
ス
ー
プ

／
き
ま
ぐ
れ
料
理
な
ど

定
員
50
人

料
金
２
千
円

流の
代
た
し
ろ
の
ふ
う
り
ゅ
う

平
成
22
年
度
斎
行

（
福
岡
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）

　

耳
納
山
麓
の
田
主
丸

で
し
っ
か
り
と
根
を
張
る

７
人
の
農
民
侍
。
農
薬

を
使
わ
ず
土
作
り
に
手

を
抜
か
ず
収
穫
し
た
米
。

日
本
農
園
応
援
団
と
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷

11
時
～
受
付
開
始

◦
会
場
＝
旧
大
内
邸
◦

催
物
＝
餅
つ
き
◦
料
金

＝
２
千
円
◦
定
員
＝
50

人
◦
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
＝
旧
大
内
邸
生

活
文
化
研
究
会
（
☎
３

５
・
０
４
１
５
）

11/23㈷
11時～16時
旧大内邸

夢
たちばな


